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大島社協ボランティアセンター

開所時間 / 8：30～17：15
土日・祝祭日は休み

奥多摩町雪害支援活動
　２月14日の大雪被害により、多くの市区町村が災害ボラ
ンティアセンターを立ち上げ、東京都でも『奥多摩』や『桧原』
を筆頭に【孤立地域】が生まれ、陸上自衛隊が出動する事態
となりました。自衛隊撤退後も孤立集落が存在していたため
、奥多摩町社協でも『奥多摩町災害ボランティアセンター』を
立ち上げました。
　先日の土砂災害でたくさんの方々に支援していただいた
お礼を込めて、大島社協ボランティアセンター長『藤田』と、
ボランティアセンタースタッフ『だんちょう』こと『草野』が奥
多摩町のお手伝いをしてきました。
　21日～23日に奥多摩町で、重機が取り残した町道・都道、
住居・敷地内に侵入した雪など計13ヶ所の除雪作業を、延べ119名のボランティア

とともに行ってきました。雪の重みで家の壁が抜けてい
たり、隣家の屋根からの落雪で玄関が破損したりと想像
以上の被害を目の当たりにし、また奥多摩町ではボラン
ティアさんだけではなく、役
場職員・自治会の方々が一
緒に作業していたことがとて
も印象的でした。
　「一番高いところに住んで

いる、高齢者の方のお宅までの道幅が狭くなってしまっ
ているので、広げてあげたいんだけど、年寄りばかりで
なかなか作業できないので、ボランティアさんの力を借
りたい。」というご依頼があり、奥多摩町のみなさんが、お互いがお互いを想って生
活していることを感じました。



日　時 ： 毎週木曜日　13時～15時

場　所 ：「くぼいち」さんの店舗内

内　容 ： 喫茶コーナー　等

大島社会福祉協議会

担当／　白井・今津

　２０１２年７月１２日の未明に九州北部を襲った豪雨は、
熊本県を中心に沢山の尊い命を奪いました。その中でも、熊
本県阿蘇市では２２人を含み１人の行方不明者を出す大きな
被害になりました。
　自衛隊や警察、消防など各地から
阿蘇に沢山の救援部隊が駆けつけて
くれました。災害復旧では、市役所
を初め日本各地からボランティアが
駆け付け、暑い中でも作業をしてく
れました。　

　そんな災害復旧を終え、少しずつ復興に向か
い初めた翌年夏の阿蘇で、災害から継続的に
活動を続けているボランティアベース Z EN は
「ひまわり大作戦」と言う企画を
【豪雨で涙を流した阿蘇に、今年は太陽の様な
ひまわりで笑顔いっぱいにしたい】
と願いを込め、立ち上げました。

　大島社会福祉協議会では、この地域のみなさまがほんの少しでも
「ゆっくり、そしてホッとできる」場所になるよう、住民交流会「あいべ
ぇ」を開催しています。みなさまぜひお越しください。

阿蘇に学ぶ  ～その 2：ひまわり大作戦～


